
 

 
 

 

○特殊文庫 

 4 月 11 日から 7月 5日まで開催の企画展示「福島県立図書館法律コレクション 小野崎

文庫・堀切文庫展」に出展しました小野崎文庫と堀切文庫をご紹介します。 

小野崎文庫 

弁護士故小野崎正明氏が、生涯をかけて収集した法律関係の専門書、専門雑誌、判例集を

中心に 13,500 冊。氏の専門である民事訴訟法分野のものが大部分を占める。専門書では、

岡松参太郎著『民法理由』（1897）、嘉山幹一著『民法総論』（1922）、飯島喬平著『民法要

論』（1925）など。雑誌は 1935 年 1 月から刊行された月刊「民商法雑誌」が全冊揃う。1895

年から 1921 年までの『大審院民事判例集』（全 20 巻）など判例集も豊富である。東大法学

部による地方弁護士の活動状況調査では、「地方でこれだけの資料が揃っているのは極めて

珍しい」と評価された。1976 年寄贈。     
 

小野崎正明氏（おのざき まさあき）1900-1976 

1900（明治 33）年栃木県塩谷町生まれ。明治大学法学部を中退後、独学で司法試験に合

格。1931 年福島市新町に法律事務所を開き、以後、福島県弁護士会会長、東北弁護士会会

長、福島県選挙管理委員会委員長などを歴任。「地方にいても勉強はできる」というのが小

野崎氏の口癖であり、本の収集の基本として重点をおいたのは、法学の学問的伝統のある

東大・京大法学部の資料を中心に、その他若干の旧帝大系の資料であったという。 

 

堀切文庫 

弁護士故堀切真一郎氏が生涯をかけて収集した法律関係の専門書、判例集、専門雑誌な

ど 7,274 冊。法律実務家であった氏の立場を反映して民事、商事、刑事など法律各分野に

わたる幅広い資料を収蔵している。明治時代、法体系の整備に努めた梅謙次郎著『民法要

義』などのほか、『最高裁判所判例集』は初号から 1987 年 4 月まで欠落なく揃っている。

また、県行政の法律事務担当弁護士を務めていたこともあり、行政法、地方自治法に関す

る資料も充実している。さらに福島県医師会顧問を務めていた関係から、医事紛争関係資

料も整備されている。1988 年寄贈。 
 
堀切真一郎氏（ほりきり しんいちろう）1914-1987 

 1914（大正 3）年福島市生まれ。東京帝国大学法律学部を卒業後、三井信託（株）に入社。

1948 年弁護士登録。福島市内で開業し、行政・医療訴訟を多く手がけた。1973 年から 2年

間、福島県弁護士会会長と日本弁護士連合会理事を務め、1977 年福島県法律事務担当弁護
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士。東邦銀行、三菱信託銀行、東京電力、県医師会ほか多くの法律顧問を務めた。著書に

『堀切弁護士の法律相談』（1981）、『続堀切弁護士の法律相談』（1989）がある。 

 
○蔵書  

 
■平成１７年度資料受入状況 

 
■ 受入推移                   （冊） 

 
■ 新聞・雑誌受入状況 

 
■地域視聴覚資料所蔵状況 

 

 
〈軽読書コーナー〉 
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■ 蔵書統計 

 
 

館内の資料の収集の方法は購入と寄贈の二通りです。地域資料においては、寄贈の割

合が大きく、福島県に関する資料や出身者が出版した資料を広く集めています。また、

今年度より児童資料の網羅的収集にも力を入れることになり、より一層の蔵書の増加が

予想されます。 
視聴覚資料は、福島県に関するものを中心に収集しています。またこれらの資料を時

代が経っても再生できるよう、視聴覚資料室には様々な再生機器を用意しています。 
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〈自然科学コーナー〉 

 
■館外用資料 

移動図書館など館外サービス用に利用する図書で、文学書、実用書、児童書などから

なっています。 
 
■ マイクロフィルム所蔵状況 

 
古い新聞や雑誌は、合冊製本などにより保存をしています。また、上記の新聞や資料は

マイクロフィルムとして閲覧ができます。 
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